
ら
ず
、

中
隊
長
以
下
全
員
使
役
の
道
路
修
理
に
か
り
出
さ
れ
て
も
、

私
だ
け
は
免
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
だ
れ
一
人
不
満
を
い
う
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
中
隊
長
の
信
任
に
よ
る
責
任
の
重
大
さ
に
思
い
を
致
し
、

部
隊
本
部
の
信
頼
に
も
十
分
応
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
下
旬
に
な
っ
て
内
地
送
還
の
話
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
起
居
を
と
も
に
し
て
い
た
衛
生
兵
と
私

が
風
邪
で
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
揚
子
江
の
可
容
鎮
と
い
う
港

か
ら
漢
口
市
の
陸
軍
病
院
へ
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
隊
員
は

一
足
先
に
揚
子
江
を
下
航
し
て
南
京
市
へ
向
か
っ
た
の
で
身
の
不

運
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
入
院
は
短
期
間

で
そ
の
上
、
運
良
く
下
船
の
時
は
、
漢
口
よ
り
上
海
ま
で
直
行
便

が
利
用
で
き
、
伝
染
病
が
大
流
行
し
て
い
た
南
京
を
通
過
せ
ず
に

す
ん
だ
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

上
海
に
は
約
一
か
月
待
機
、
二
十
一
年
六
月
十
三
日
上
海
港
よ

り
Ｌ
Ｓ
Ｔ
船
に
乗
り
、
六
月
十
五
日
佐
世
保
入
港
、
伝
染
病
防
疫

の
た
め
十
日
間
沖
合
に
待
機
の
あ
と
六
月
二
十
五
日
上
陸
。
翌
二

十
六
日
佐
世
保
発
、
六
月
二
十
八
日
無
事
家
族
の
待
つ
舞
鶴
に
復

員
し
ま
し
た
。
ラ
バ
ウ
ル
行
き
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
と
、
野
戦

自
動
車
■
に
技
術
兵
と
し
て
転
属
し
た
こ
と
が
私
を
助
け
て
く
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
運
不
運
は
紙
一
重
で
し
た
。

私
の
半
生
記
　 

熊
本
県
　
松
村
包
雄
　 

早
く
も
歳
月
は
流
れ
て
五
十
余
年
前
の
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和

十
三
年
五
月
補
充
兵
役
で
あ
っ
た
私
に
も
、
つ
い
に
来
る
べ
き
も

の
が
来
た
。
同
年
徴
集
の
現
役
兵
よ
り
も
一
年
遅
れ
の
入
隊
で
あ

る
。
当
時
、
私
は
台
北
に
在
住
し
て
い
た
の
で
、
応
召
先
は
台
湾

歩
兵
第
一
連
隊
補
充
隊
で
あ
り
、
砲
銃
隊
に
編
入
さ
れ
機
関
銃
の

教
育
を
受
け
た
。

同
年
九
月
一
期
の
検
閲
を
終
え
て
急
遽
中
支
派
遣
台
歩
一
転
属

の
命
令
で
あ
る
。
九
月
五
日
基
隆
港
を
出
港
、
中
支
へ
向
か
っ
た
。

年
老
い
た
両
親
を
残
し
て
い
く
こ
と
は
気
が
か
り
な
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
逃
れ
よ
う
も
な
く
思
い
を
残
し
つ
つ
の
船
出
で
あ
っ
た
。

九
月
十
七
日
、
台
歩
一
連
隊
本
部
に
追
求
し
て
同
僚
と
と
も
に

第
一
機
関
銃
中
隊
編
入
と
な
っ
た
。
我
が
中
隊
の
陣
地
は
灌
木
と



竹
林
混
じ
り
の
凹
地
で
あ
り
、
今
夜
は
「
至
厳
な
る
警
戒
の
も
と

に
夜
を
徹
し
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
部
は
前
方
陣
地
の
銃
側

に
あ
っ
て
敵
と
対
峙
し
て
い
る
と
い
う
。

我
々
は
古
兵
の
指
導
で
設
営
で
あ
る
。
天
幕
張
り
も
簡
単
そ
の

も
の
、
四
隅
を
灌
木
か
竹
に
結
び
付
け
る
だ
け
で
、
そ
の
下
に
木

の
葉
や
草
を
敷
き
つ
め
て
横
臥
し
仮
眠
を
と
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
炊
飯
は
日
没
後
、
炊
煙
が
見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
少
し
後
方

の
谷
間
で
行
う
と
教
え
ら
れ
た
。
敵
は
近
き
は
三
〇
〇
㍍
、
遠
い

と
こ
ろ
で
五
〇
〇
か
六
〇
〇
㍍
程
度
の
と
こ
ろ
に
ト
ー
チ
カ
を
構

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
折
り
銃
弾
が
ヒ
ュ
ン
と
飛

ん
で
き
た
。
古
兵
は
弾
の
音
で
高
い
か
低
い
か
分
か
る
よ
う
に
な

る
。
今
の
は
高
い
か
ら
心
配
い
ら
な
い
と
、
落
ち
着
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。

夜
明
け
と
と
も
に
銃
砲
声
が
激
し
く
な
り「
機
関
銃
前
へ
」
の

声
で
、
私
た
ち
新
兵
の
初
戦
の
火
蓋
は
切
ら
れ
た
。
背
負
い
袋
の

上
に
六
〇
〇
発
入
り
の
弾
薬
箱
を
背
負
い
、
片
手
に
円
匙
を
下
げ

て
後
を
追
っ
た
。
し
か
し
敵
は
ほ
ど
な
く
抵
抗
を
諦
め
た
の
か
後

退
し
た
た
め
、
弾
薬
箱
が
軽
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
は
中
支
揚
子
江
右
岸
、
富
池
口
要
塞
地
帯
で
あ
る
。
作
戦

は
■
江
作
戦
、
目
指
す
は
葉
武
漢
三
鎮
と
い
わ
れ
る
要
衡
で
、
士

気
凛
々
、
大
沿
鉄
山
を
占
領
後
の
追
撃
戦
は
、
左
岸
の
第
六
師
団

と
武
漢
一
番
乗
り
を
競
う
よ
う
に
な
り
、
十
月
二
十
五
日
、
つ
い

に
六
師
団
は
漢
口
に
突
入
し
、
続
い
て
左
岸
の
我
々
の
各
部
隊
も

二
十
六
日
武
昌
に
突
入
、
こ
れ
を
占
領
し
た
。

十
二
月
二
十
五
日
、
南
支
転
進
の
た
め
武
昌
出
発
、
揚
子
江
を

下
航
し
広
東
省
黄
浦
上
陸
、
九
江
付
近
の
警
備
。
明
け
て
十
四
年

二
月
九
日
、
海
南
島
上
陸
戦
を
敢
行
し
た
が
、
幸
い
こ
こ
は
無
血

上
陸
に
成
功
し
た
。
熱
気
の
海
南
島
で
は
新
兵
と
し
て
教
育
訓
練

に
励
み
、
十
月
末
、
海
南
島
南
端
三
亜
港
に
集
結
し
次
期
作
戦
が

開
始
さ
れ
た
。

十
月
十
五
日
、
暴
風
雨
を
突
い
て
上
陸
戦
は
展
開
さ
れ
大
発
動

艇
上
で
死
傷
者
が
出
る
状
況
の
中
、
無
事
上
陸
、
小
薫
墟
付
近
に

駐
留
し
て
道
路
構
築
、
補
修
警
戒
の
任
務
に
つ
い
た
。
十
二
月
、

南
寧
方
面
の
戦
況
急
迫
し
救
援
の
た
め
北
上
し
、
同
二
十
五
日
ご

ろ
か
ら
中
隊
で
も
死
傷
続
出
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
当
面

の
敵
は
新
四
軍
と
称
し
、
中
国
軍
中
の
精
鋭
の
共
産
軍
部
隊
で
あ

る
と
い
い
。
抵
抗
も
強
靱
で
あ
る
。
広
島
第
五
師
団
は
南
寧
付
近

で
包
囲
さ
れ
苦
戦
中
の
と
こ
ろ
へ
台
湾
一
個
旅
団
が
駆
け
つ
け
た



の
で
あ
る
。
平
地
の
戦
闘
は
全
く
な
い
。
山
か
ら
山
へ
の
山
岳
戦

で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
十
五
年
一
月
三
十
一
日
の
攻
防
の
と
き
、
大
隊
本
部

か
ら
伝
令
と
し
て
中
隊
長
へ
命
令
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
る
途
中
、

左
腕
に
機
関
銃
弾
を
受
け
衛
生
隊
に
収
容
さ
れ
た
。
命
令
は
衛
生

兵
の
手
を
経
て
中
隊
長
に
届
け
ら
れ
た
。

軍
医
の
診
断
の
結
果
、「
左
肘
間
接
骨
折
貫
通
銃
創
」
と
し
て

台
湾
送
還
と
な
り
七
月
退
院
、
原
隊
復
帰
後
、
召
集
解
除
と
な
り

二
年
五
カ
月
ぶ
り
に
我
が
家
に
落
ち
着
い
た
。

職
場
復
帰
後
二
年
目
、
企
業
合
同
の
た
め
に
新
会
社
が
設
立
さ

れ
転
出
し
た
。
六
十
八
歳
の
父
は
私
に
結
婚
を
す
す
め
た
が
、
い

つ
再
召
集
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
身
を
思
え
ば
結
婚
も
気
が
進
ま

な
い
。
し
か
し
、
た
っ
て
の
頼
み
に
は
勝
て
ず
結
婚
に
踏
み
切
っ

た
。
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

十
九
年
五
月
つ
い
に
再
召
集
令
が
き
た
。
既
に
二
児
の
父
親
で

あ
っ
た
。
入
隊
先
は
同
じ
台
歩
一
補
充
隊
砲
銃
隊
で
あ
っ
た
。
結

局
、
台
湾
で
八
月
十
五
日
を
迎
え
、
戦
わ
ず
し
て
敗
戦
と
な
り
九

月
一
日
召
集
解
除
、

妻
子
の
待
つ
疎
開
先
の
仮
住
居
に
復
員
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
十
三
年
間
の
思
い
出
深
い
台
湾
の
地
を
後

に
郷
里
熊
本
に
引
き
揚
げ
た
。

沈
思
黙
考
の
末
、
国
有
林
の
払
下
げ
を
受
け
て
製
炭
を
決
意
し

山
深
い
国
有
林
に
入
り
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
四
年
。
長
女
の
入

学
ま
で
に
は
学
校
の
近
く
へ
出
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
辛
苦
の
山
暮

し
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
老
父
の
急
死
、
第
三
児
の
出
生
等
々
あ
っ
た
が
、
昭

和
二
十
五
年
、
農
協
職
員
に
迎
え
ら
れ
辛
う
じ
て
山
暮
し
を
脱
出

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
農
協
在
勤
十
年
の
後
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
迎
え
ら
れ
、
店
の
拡
大
発
展
と
と
も
に
専
務
と
し
て
そ
の
責

を
果
た
し
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
病
を
得
て
退
職
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

湘
桂
作
戦
に
参
加
し
て　 

愛
知
県
　
近
藤
光
次
　 

昭
和
十
九
年
六
月
三
十
日
歩
兵
六
連
隊
に
召
集
、
七
月
二
日
午

前
二
時
、
軍
衣
袴
、
牛
蒡
剣
、
雑
嚢
、
外
被
、
巻
脚
袢
、
地
下
足

袋
に
て
名
古
屋
を
出
発
、
下
関
へ
。
関
釜
連
絡
船
ジ
グ
ザ
ク
航
行




